
 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    
 

高田病後児保育所「ぬくみ」 掲示板   
【２月のテーマ】      花粉症対策 

高田病後児保育所スタッフより  
今年もスギ花粉が飛び始める時期が近づいてきて、花粉症の人にはつらい季節がやって

きてしまいました。日本の花粉症の患者数は増加傾向にあり、それは子どもの場合も同じで

す。今月は子どもの花粉症の特徴や治療法など「花粉症対策」についてです。  
🤧子どもの花粉症の特徴🤧  大人と同じように子どもの花粉症も、主な症状は鼻づまり、鼻水、鼻のかゆみ、くしゃみ、目
のかゆみ等です。ただし子どもは風邪をひくことが多く、また幼児ほどこれらの症状を言葉

でうまく訴えることが難しいため、花粉症と見分けることが難しいものです。春先に熱がない

のにくしゃみや鼻水が長引くようでしたら、花粉症を疑ってみてください。  
🌾花粉症予防🌾  花粉症対策の基本は、花粉をできるだけ浴びないようにすることです。外出する際はマスク
や眼鏡を着用するようすると、鼻や目の中に入る花粉の量を減らすことができます。帰宅し

たら玄関の外で花粉を落とし、手洗い、うがい、洗顔を行うようにしましょう。花粉が飛散す

る季節は布団や衣類は外に干さない等、家の中に花粉を持ち込まない対策をしましょう。ま

た家の中をこまめに掃除し、加湿器や空気清浄機を使用しましょう。  また花粉症予防として花粉に負けないからだづくりもポイントです。浴びた花粉の量が多く
なると、体の免疫機能の限界を超えて症状が現れやすくなるため、免疫力を高めるために良

質な睡眠と栄養バランスのとれた食事をとり、規則正しいリズムで１日を過ごすように心が

けましょう。  
🏥子どもの花粉症の治療法🏥  上記に記載したような予防対策を行っても辛い症状が改善しない場合は、薬物療法を考え
ます。小児の用法・用量をきちんと守り、正しく使えば安全です。子どもが花粉症かもしれな

いと思ったとき、何科に連れて行けばいいのか悩むことがあるかもしれません。小児科また

は耳鼻咽喉科、アレルギー科、また目のかゆみが強い場合は眼科を受診するとよいでしょう。  花粉シーズンをできるだけ楽に過ごさせてあげるには、花粉が飛散する少し前、症状がひ
どくなる少し前に治療を始める「初期療法」が重要になってきます。スギ花粉症の場合は、飛

散開始と同時、飛散開始の１週間くらい前、少しでも症状が出たときのいずれかが初期治療

を始めるのによいタイミングです。花粉情報をチェックして効果的な初期治療を行いましょ

う。 



  


